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受賞時の記念撮影

グランドチャンピオン
受賞牛

＜かながわ県産生乳100％認証品目はこちら＞
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/w5c/cnt/f535462/p1114935.html

酪農家での実践研修

　「全日本ブラックアンドホワイトショウ」は５年に１度開

催されるコンテストで、日本全国の酪農家や酪農を学ぶ

農業高校生が選りすぐりの乳牛を出品し、より多くの生乳

を生産するための指標となる体型などを競います。

　令和５年４月の第10回大会は、各地域で選抜された

合計182頭の乳牛が出品される中、神奈川県で生まれ

育った乳牛が、初めてグランドチャンピオン（最高位賞）と

なり、県内の酪農家をはじめ、酪農関係者にとっても大い

に励みとなりました。

　また、今大会では、本県の出品牛の多くが上位に入賞し

ており、日頃から仲間との「絆」を大切に、乳牛のレベル
アップを目指してきた酪農家の努力が実を結びました。

第10回 全日本ブラックアンドホワイトショウで
グランドチャンピオンを受賞　
～仲間との絆～

　かながわ酪農活性化対策委員会では、消費者が県産

とひと目で認識できるよう、県内の酪農家が生産した生

乳のみを使用した牛乳や乳製品を認証する、「かながわ

県産生乳100％認証制度」に取組んでいます。令和６年

２月現在、13事業者33品目が認証されています。認証品

目は牛乳の他、チーズやアイスクリームなど多岐にわたり、

県内各地の店舗で味わうことができます。また、毎年６月

１日は牛乳の日、６月は牛乳月間と一般社団法人Jミルク

が定めており、酪農家と消費者との「絆」が深まるよう、全
国で牛乳の消費拡大キャンペーンが展開されます。ぜひ、

牛乳や乳製品をたくさん召し上がって、酪農家を応援して

ください。

県産生乳の消費拡大　
～消費者との絆～

　神奈川県次世代酪農担い手づくり酪農高校連絡会で

は、県内農業高校生の酪農家での実践研修を行ってい

ます。高校生の酪農業に対する理解を深めることで将来

の職業選択の一助になるとともに、酪農家の担い手育成

に対する支援にもつながっています。

　研修先の酪農家は「意欲的な若い世代へ、学びの場を

提供することができて光栄」、研修を受けた高校生は「現

在の酪農をめぐる諸問題を改善し、みんなで幸せな酪農

経営を行う未来を築きたい」と振り返っており、この研修

を通じて、酪農家と農業高校生の間にも新たな強い「絆」
が生まれています。

農業高校生の酪農業体験について　
～担い手との絆～

「カナミルくん」が、
かながわ県産生乳100％
認証制度で認証された
品目の目印です。

1 地域の特色を生かした農林水産業

3 かながわブランド

5 くらしの中の農林水産業のはたらき
 新鮮で安全な食料を供給する農林水産業
 県土や自然環境を守る農林水産業
 うるおいや、やすらぎをもたらし、
 豊かな恵みを守る農林水産業

11 農業のすがた
 農業の概況
 農業を支える人々
 農地
 農業生産
 畜産

23 森林・林業のすがた
 森林の概況
 林業を支える人々
 森林を保全するために
 森林の整備
 森林づくり県民運動
 森林環境譲与税を活用した取組
 森林からの多彩な産物

31 水産業のすがた
 漁業の概況
 漁業を支える人々
 漁業を支える漁場、漁港及び漁船
 豊かな海の恵み
 つくり育てる漁業、守り育てる漁業
 川や湖で行われている淡水魚の採捕や養殖業
 恵まれた水産資源を生かした水産加工

37 農林水産業の活性化をめざして
39 農林水産業を支える技術開発と普及
43 農林水産業とのふれあいを求める方には

令和6年度版



6

ツイッター@AFF_KNGW 
（かなふぅの農林水産だより＠神奈川） 
神奈川県の農林水産に関する情報、
イベントなどをつぶやいています。

https://www.facebook.com/kanafuu.kanagawa/
かなふぅが所長をつとめる「かなふぅ食育事務所」の
Facebook では神奈川県の食育について
情報発信しています。　




